
（別紙３）

～ 令和８年　１月　３１日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

～ 令和８年　１月　３１日

（対象者数） 4 （回答者数） 4

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・活動内容によって、部屋の配置などを変え、落ち着いた環

境で過ごせるよう取り組んでいる。

2

普段直接会えない保護者には、承諾を得てSNSを利用して１

週間に1回フィードバックを行っている。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

送迎時や電話等を利用して行っていく。

2

長期休暇等を利用して、合同で行える活動内容を考えていく。

3

お子さんの通っている小学校・事業所との情報共有や連携が少

ない。

小学校や事業所と情報共有をする時間の確保が難しい。

児童クラブや同じ法人内の事業所との関わりが少ない。 利用人数や時間の調整が難しい。

フィードバックの際、実際の活動写真を見せながら行ってい

る。

その日の様子や苦手なことできたこと等、分かりやすく写真を

提示しながらフィードバックをしている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

部屋数が多い。静かな環境である。 子どもの状況や様子、年齢や活動によって部屋を変えて過ごし

ている。

○事業所名 学校法人郡山私幼協学園　みらいサポート日和田事業所

○保護者評価実施期間 令和８年　１２月　２０日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和８年　１月　１３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和８年　２月　２日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


